別紙


第1　移動支援
　1　基本

　　(１)　日中(日中とは午前8時から午後8時までの時間をいう。以下同じ。)に移動支援を行った場合

（身体介護を伴うが中心の場合、身体介護を伴わないが中心の場合共通）

	ア　所要時間30分未満の場合
	830円

	イ　所要時間30分以上1時間未満の場合
	1,670円

	ウ　所要時間1時間以上1時間30分未満の場合
	2,510円

	エ　所要時間1時間30分以上の場合　所要時間1時間30分から計算して所要時間30分を増すごとに820円を加算した額


　　(２)　(１)の身体介護を伴わないが中心の場合の移動支援を行った場合にあっては、1回につき300円を所定単価に加算する。

　　(３)　(１)の身体介護を伴うが中心の場合の移動支援を行った場合にあっては、1回につき次に掲げる単価を所定単価に加算する。

	ア　所要時間30分未満の場合
	1,520円

	イ　所要時間30分以上1時間未満の場合
	2,640円

	ウ　所要時間1時間以上の場合
	3,755円


(４)　夜間（夜間とは午後8時から午後12時までの時間をいう。以下同じ。）又は早朝（早朝とは午前0時から午前8時までをいう。以下同じ）に移動支援を行った場合（身体介護を伴うが中心の場合、身体介護を伴わないが中心の場合共通）

	ア　所要時間30分未満の場合
	1,040円

	イ　所要時間30分以上1時間未満の場合
	2,080円

	ウ　所要時間1時間以上1時間30分未満の場合
	3,120円

	エ　所要時間1時間30分以上の場合　所要時間1時間30分から計算して所要時間30分を増すごとに930円を加算した額


　　(５)　(４)の身体介護を伴わないが中心の場合の移動支援を行った場合にあっては、1回につき400円を所定単価に加算する。
　　(６)　(４)の身体介護を伴うが中心の場合の移動支援を行った場合にあっては、1回につき次に掲げる単価を所定単価に加算する。

	ア　所要時間30分未満の場合
	1,830円

	イ　所要時間30分以上1時間未満の場合
	3,250円

	ウ　所要時間1時間以上の場合
	4,670円


　　(７)　(１)及び(４)にまたがる身体介護を伴うが中心の場合の移動支援を行った場合にあっては、1回につき次に掲げる単価を所定単価に加算する。
	ア　日中の所要時間30分未満かつ夜間早朝の所要時間30分未満
	2,840円

	イ　日中の所要時間1時間以上かつ夜間早朝の所要時間30分未満
	3,960円

	ウ　日中の所要時間30分未満かつ夜間早朝の所要時間1時間以上
	4,365円

	エ　夜間の所要時間30分未満かつ日中の所要時間30分未満
	3,045円

	オ　夜間の所要時間30分未満かつ日中の所要時間1時間以上
	4,060円

	カ　夜間の所要時間1時間以上かつ日中の所要時間30分未満
	4,470円


　2　グループ支援型
　　(１)　日中にグループ支援型の移動支援を行った場合
	ア　所要時間30分未満の場合
	665円

	イ　所要時間30分以上所要時間1時間未満の場合
	1,385円

	ウ　所要時間1時間以上の場合　所要時間1時間から計算して所要時間30分を増すごとに620円を加算した額


(２)　(１)のグループ支援型の移動支援を行った場合にあっては、1回につき150円を所定単価に加算する。
(３)　夜間又は早朝にグループ支援型の移動支援を行った場合

	ア　所要時間30分未満の場合
	830円

	イ　所要時間30分以上所要時間1時間未満の場合
	1,710円

	ウ　所要時間1時間以上1時間30分未満の場合
	2,480円

	エ　所要時間1時間30分以上の場合　所要時間1時間30分から計算して所要時間30分を増すごとに720円を加算した額


(４)　(３)のグループ支援型の移動支援を行った場合にあっては、1回につき200円を所定単価に加算する。
第2　日中一時支援

　1　日中一時支援報酬単価
	(１)　支援を行った時間が4時間以下の場合
	3,050円

	(２)　支援を行った時間が4時間を超えて8時間以下の場合
	4,140円

	(３)　支援を行った時間が8時間を超える場合
	6,210円


　2　加算

　　(１)　送迎加算　550円
　　　注　居宅等と日中一時支援事業所との間の送迎を行った場合に、片道につき所定単価を加算する。

　　(２)　給食加算　420円
　　　注　「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく地域生活支援事業に係る利用者負担に関する条例」（平成18年条例第37号）第2条別表に規定する負担額が生活保護等世帯又は市町村民税非課税世帯である日中一時支援の利用者に対して、「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく指定障害福祉サービス等及び基準該当障害福祉サービスに要する費用の額の算定に関する基準」（平成18年9月29日厚生労働省告示第523号）の第6の10の食事提供体制加算と同等の体制を整えているものとして高槻市長に届け出た当該日中一時支援事業所において、食事の提供を行った場合に、1日につき所定単価を加算する。
(３)　要医療的ケア障がい児者支援加算　2,000円

注　高槻市が援護元の障がい児者で、主治医等の指示により、次のいずれかもしくは複数の処置が必要である者に対して日中一時支援を行った場合に、1回につき所定単価を加算する。
	処置内容
	　点滴の管理・中心静脈栄養・透析・ストーマの処置　　　　　
酸素療法・レスピレーター・気管切開の処置　　
疼痛の看護・経管栄養（胃ろう）・吸引処置

	
	

	
	

	特別な対応
	　モニター測定（血圧、心拍、酸素飽和度等）

褥瘡の処置

	失禁への対応　
	　カテーテル

（コンドームカテーテル、留置カテーテル等）


(４)　重症心身障がい児者支援加算　1,200円
　注　身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１５条第４項に定める身体障がい者手帳の交付を受けている者で障がいの程度が１級もしくは２級（身体障害者福祉法施行規則別表第５号に定める「肢体不自由」に限る。）を所持し、かつ大阪府療育手帳に関する規則（平成１２年大阪府規則第４２号）第6条第2項に定める療育手帳Ａを所持する者に対し日中一時支援を行った場合に、1回につき所定単価を加算する。ただし、この場合において、(３)の要医療的ケア障がい児者支援加算を加算している場合は、加算しない。

　第3　地域活動支援センター

　　1　地域活動支援センターⅡ型（高槻市障がい者福祉センター（ゆうあいセンター））

　　(１)　報酬単価
	ア　支援を行った時間が4時間以下の場合
	700円

	イ　支援を行った時間が4時間を超える場合
	1,165円


　　(２)　送迎加算　540円

　　　注　居宅等と地域活動支援センターとの間の送迎を行った場合に、片道につき所定単価を加算する。

　　2　地域活動支援センターⅡ型

　　(１)　報酬単価
	ア　支援を行った時間が4時間以下の場合
	3,020円

	イ　支援を行った時間が4時間を超える場合
	5,035円


　　(２)　送迎加算　540円

　　　注　居宅等と地域活動支援センターとの間の送迎を行った場合に、片道につき所定単価を加算する。

　　(３)　給食加算　420円

　　　注　「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく地域生活支援事業に係る利用者負担に関する条例」（平成18年条例第37号）第2条別表に規定する負担額が生活保護等世帯又は市町村民税非課税世帯である地域活動支援センターⅡ型の利用者に対して、「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく指定障害福祉サービス等及び基準該当障害福祉サービスに要する費用の額の算定に関する基準」（平成18年9月29日厚生労働省告示第523号）の第6の10の食事提供体制加算と同等の体制を整えているものとして高槻市長に届け出た当該地域活動支援センターⅡ型事業所において、食事の提供を行った場合に、1日につき所定単価を加算する。

　　3　地域活動支援センターⅢ型

　　(１)　報酬単価
	ア　利用定員9人以下
	(ア)　一日の利用者数7人以下
	6,235円

	
	(イ)　一日の利用者数8人
	5,540円

	
	(ウ)　一日の利用者数９人以上
	5,010円

	
	(エ)　一日の利用者数が定員を超える場合
	3,510円

	イ　利用定員10人以上
	(ア)　一日の利用者数７人以下
	4,690円

	
	(イ)　一日の利用者数８人
	4,180円

	
	(ウ)　一日の利用者数９人
	3,775円

	
	(エ)　一日の利用者数１０人以上
	3,456円

	
	(オ)　一日の利用者数が定員を超える場合
	2,420円


　　　注　「一日の利用者数が定員を超える場合」の具体的取扱いについて

a　１日の利用者の数が利用定員に１００分の１５０を乗じて得た数を超える場合は、当該利用日について、利用者全員につき、「一日の利用者数が定員を超える場合」を報酬単価とする。

b　直近の過去３月間の利用者の延べ数が、利用定員に開所日数を乗じて得た数に１００分の１２５を乗じて得た数を超える場合は、当該１月間について、利用者全員につき、「一日の利用者数が定員を超える場合」を報酬単価とする。

(２)　送迎加算　540円

　　　注　居宅等と地域活動支援センターとの間の送迎を行った場合に、片道につき所定単価を加算する。

　　(３)　 給食加算　420円
　　　注　「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく地域生活支援事業に係る利用者負担に関する条例」（平成18年条例第37号）第2条別表に規定する負担額が生活保護等世帯又は市町村民税非課税世帯である地域活動支援センターⅢ型の利用者に対して、「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく指定障害福祉サービス等及び基準該当障害福祉サービスに要する費用の額の算定に関する基準」（平成18年9月29日厚生労働省告示第523号）の第6の10の食事提供体制加算と同等の体制を整えているものとして高槻市長に届け出た当該地域活動支援センターⅢ型事業所において、食事の提供を行った場合に、1日につき所定単価を加算する。
第4　在宅重度身体障がい者等訪問入浴サービス

(1) 報酬単価　14,210円
第5　重度訪問介護利用者等大学等修学支援
報酬単価
	ア　年間500時間を
超える者
	所要時間30分未満 
	1,135円 

	
	所要時間30分以上１時間未満 
	2,270円 

	
	所要時間１時間以上の場合、所要時間１時間から計算して所要時間30分増すごとに加算
	1,135円 

	イ　年間500時間
以内の者
	所要時間30分未満 
	1,960円 

	
	所要時間30分以上１時間未満 
	3,920円 

	
	所要時間１時間以上の場合、所要時間１時間から計算して所要時間30分増すごとに加算
	1,960円 


　　※ただし、イの場合のサービス提供費の上限は年間113万５千円とする。
第6　重度障がい者等就労支援
報酬単価
単位数に単価を乗じて得た額（その額に１円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てる。）

	単位数
	重度訪問介護
	報酬告示別表第２の１のイに規定する単位

	
	同行援護
	報酬告示別表第３の１に規定する単位

	
	行動援護
	報酬告示別表第４の１に規定する単位

	単価
	厚生労働大臣が定める一単位の単価（平成18 年厚生労働省告示第539 号）に
規定する一単位の単価


※単位数に係る報酬告示は、平成18 年厚生労働省告示第523 号をいう。
